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博
物
館
で
は
（公財）
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
と
共
催
で

「
平
成
28
年
新
作
名
刀
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
本
展
覧
会

で
出
品
す
る
作
品
は
全
て
新
作
で
す
。こ
れ
ら
の
作
品
は
、

同
協
会
主
催
の
審
査
会
に
お
い
て
、
入
選
作
と
し
て
選
ば

れ
た
も
の
で
、
今
年
は
58
点
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

　
新
刀
は
た
と
え
新
作
で
あ
ろ
う
と
、
わ
が
国
固
有
の
製

鉄
法
で
あ
る「
た
た
ら
吹
き
」
で
生
産
さ
れ
た「
玉た

ま

鋼は
が
ね

」
と

い
う
伝
統
的
な
材
料
を
原
料
と
し
て
制
作
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
日
本
刀
の
制
作
に
は
、
刀
身
の
鍛た

ん

造ぞ
う

、
研
磨
の
ほ
か
、

外
装
に
伴
う
彫
金
・
金
工
、
漆し

っ

工こ
う

、
組く

み

紐ひ
も

、
鞘さ

や

の
制
作
な

ど
、
実
に
多
く
の
刀と

う

職し
ょ
く

者し
ゃ

が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

刀
職
者
た
ち
の
伝
統
的
工
芸
技
術
の
「
粋す

い

」
と
い
う
べ
き

も
の
が
、
日
本
刀
に
は
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
刀
の

制
作
に
携
わ
る
職
人
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
継
承
し
後

世
に
残
る
作
品
を
作
る
た
め
、
日
々
努
力
を
重
ね
研
さ
ん

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
会
期
中
は
作
刀
お
よ
び
外
装
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
職

人
た
ち
の
実
演
や
、
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
記

録
映
画
の
上
映
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
展
覧
会

は
、
こ
う
し
た
刀
職
者

た
ち
の
伝
統
技
術
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
機
会
で
す
。
ご
来

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
程
…
9
月
10
日
㈯
～
25
日
㈰　
経
費
…
入
館
料
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現
代
に
息
づ
く
伝
統
技
術

夏
休
み
も
終
わ
り
に
近
づ
い

た
8
月
28
日
に
、
安
比
奈

親
水
公
園
で
小
江
戸
川
越
花
火
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
雨
の
た
め

1
日
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
無

事
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
人
が
花
火

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
夏
の
風

物
詩
の
花
火
大
会
も
終
わ
り
、
季

節
は
秋
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
。
来
月
に
は
川
越
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
ね
。
今
年
は
10
月

15
日
㈯
、
16
日
㈰
に
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

広
報
川
越
で
は
、
8
月
25
日

号
か
ら
紙
面
の
一
部
に
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

（
す
べ
て
の
人
が
読
み
や
す
い
書

体
）の
使
用
を
始
め
ま
し
た
。
新

し
い
フ
ォ
ン
ト
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
引
き
続
き
よ
り
良
い
広
報

紙
に
な
る
よ
う
紙
面
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

編
集
後
記

編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

　ハーブ米とい
っても、ハーブ
の香りがするお
米ではありませ

ん。田植え前の田んぼで育てたクリムゾンクローバ
ーというハーブの一種を肥料にして育てたお米のこ
とです。
　「収穫してから時間がたっても、味が落ちないの
がハーブ米の特徴。自分で食べてもおいしいと思い
ますし、食べていただいた方からも好評です」と話
すのは、ハーブ米の栽培を行っている杉

すぎ

山
やま

春
はる

男
お

さん、
愛
あい

子
こ

さんご夫婦（古谷本郷）。クリムゾンクローバー
を使うと、化学肥料を使った場合に比べ収穫量が減
ってしまうものの、味と香りが良くなるそうです。

　杉山さんのハーブ米
は、農薬と化学肥料の使
用量を通常の半分以下に
して、県の特別栽培米の
認証を受けています。「安
全でおいしいハーブ米を皆さんに食べてほしいで
す」と杉山さん。将来的にはハーブ米の生産者の輪
を広げていきたいと抱負を語ってくれました。
　そろそろ新米の時期です。ハーブ米は市ホームペー
ジで公開中の「川越プチマルシェ～庭先販売マップ」
に掲載している杉山さんの直売所で購入できます。

ハーブ米

農政課L224－5939
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米、サツマイモ、イチジク、巨峰、クリ、ナス、キ
ュウリ、オクラ、長ネギ、タマネギ、コマツナ

この時期に市内の直売所などで購入できる主な川越産野菜

ハーブ米栽培の際に肥料と
なるクリムゾンクローバー
ハーブ米栽培の際に肥料と
なるクリムゾンクローバー

刀剣研磨の実演の様子（昨年）

ポジタイプ ネガタイプ

安比奈親水公園の東に架か
る入間川水管橋越しに撮影


